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　2023年７月29日(土）30日(日）金沢市で行われた
第32回全国女性建築士連絡協議会（石川）に参加し
ました。今年も会場参加とオンライン参加のハイブ
リッド形式でした。
　テーマは「守り・育て・受け継がれる技術、手仕
事」とし、伝統工芸と建築として受け継がれてきた
伝統技術のすばらしさを学び、これからの建築づく
りに活かすことが守り育てることにつながる。
　受付を済ませると金沢市文化ホール閑清庵で呈茶
のおもてなしで、暑さも和らぐ時間でした。式典の
前にはエントランスで畳職人の方からレクチャーを
受け、お花を生ける台に
もなる小さい畳を製作し
ました。

　大会式典では「被災地報告」東北～復興支援道路
が全線開通して、自分が運転してドライブしている
ような気持になる動画で、東北６県全部でこれから
も被災地報告をしていくとの心意気を感じる報告で
した。
　「活動報告」では災害に対する先進的な静岡県に
よる木造住宅の耐震化の取り組みを、「基調講演」
では金沢学院大学名誉教授 大場 吉美（おおば よし
み）氏による“石川らしい文化でおもてなし　北陸
新幹線金沢駅舎は伝統工芸による「美術館のような
金沢駅」”では、駅の待合に金沢職人の伝統工芸品
30品目236点を壁に展示紹介をしたお話を伺い、是
非見学したかったのですが、帰りのスケジュールに

合わず、次回の楽し
みに残すことにしま
した。
　翌日午前中には分
科会が６つ、午後か
らはエクスカーショ
ン（現地、交流見学
会）のコースが用意
され、私は「住まい・
まちづくりを考えよ
う」小中学生の住教
育出前講座参加と金
沢表具体験（インテ
リアパネル作成）を選択しました。
　今大会のテーマにあったように、建築、街に関わ
る建築士が郷土の未来のためにできること、すべき
ことを共有し、挑戦していくことを再確認できた大
会でした。
　ぜひ、皆様も全国女性建築士協議会に参加して、
全国の仲間と交流してみませんか。

令和５年度第32回全国女性建築士
連絡協議会（石川）に参加して

女性委員会 副委員長　岩　崎　美　乃（函館支部）

北海道から参加した方々

大会前に制作した畳

居酒屋の天井を飾る傘

大会前の呈茶でおもてなし
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　７月１日の建築士の日をＰＲする活動として、ポ
スター作製を行い建設会社様のご協力の元、工事現
場の仮囲い等や官公庁の掲示板への掲示及び、ＳＮ
Ｓを利用した画像と建築士の日制定の意味を記した
内容の一斉配信を行いました。
　これは、新型コロナウイルス感染症により、建築
士会活動の制限がある中で、少しでも建築士の日を
お知らせすることが出来ないかという事で、札幌支
部において2021年、当初は予算を抑えるためにＳＮ
Ｓでの発信だけを企画として立案しました。デザイ
ンは企画段階から相談しました、札幌支部 菊地 義
紀 副支部長に担って頂き、インパクトが有り、思
いが込められた素晴らしいものが出来ました。そう
したところ札幌支部理事会において、折角なのでポ
スターを作成して掲示をすることとなり、2021年
2022年と継続して掲示活動を行いました。
　両年共札幌市内30か所以上に掲示をしていただ
き、一般の方、建築士の方にも建築士の日の認知に
貢献できたものと考えております。
　ポスターに使用した色は、各年ごとに意味を持た
せたものとしてきました。初年はコロナにより見え
ない先行きへの不安を拭い去る様に希望をテーマカ
ラーとし、昨年は世界各地で起こる中で戦争や争い
の一刻も早い終結を願う心を色に込めました。また、
各年別版として札幌景観70色を使用したパターンの
ポスターも作成して、札幌らしさの表現にも思いを
込めました。

　これらの活動に一定の評価と今後のさらなる広が
りにご理解を頂き、北海道建築士会　特別活動費の
助成を頂けることとなり、本年は全道各地でのポス
ター掲示活動を行いました。
　ポスター作製にあたり、全道各地で掲示していた
だく事を踏まえ、北海道旗の配色を使用し、北海道
の特徴である冬景色の白をベースにしたものとしま
した。もう１パターンは、建築においてどの構造形

式でも使用される、鉄やコンクリートをイメージし
つつシックにまとまる様に、黒とグレーを基調で構
成しました。
　ポスターは165枚作成し、道内各支部の皆様へ掲
示の御協力をお願いしました。タイミングよく、ビー
ルパーティでご掲示頂いた支部様もございました。
また、これまでご協力頂いていた、各建設会社様へ
も札幌市以外の工事現場での掲示を積極的にお願い
して、旭川や帯広、根室、北見等でのご掲示の報告
を頂いています。

　特別活動費の助成を頂いた事により、ポスター作
製枚数を増やし、全道各地で掲示頂けたことは、微
力ではありますが、建築士の存在、社会的役割をＰ
Ｒする一助になったのではと考えます。札幌支部と
しては今後も活動の継続を予定しておりますが、全
道各支部の皆様からのアイディアもいただき、より
良いものにしていければと思いますので、ご意見や
ご感想などいただけましたら幸いです。
　ポスター掲示、ＳＮＳ発信に全道の皆様のご理解
とご協力に改めて感謝を申し上げます。

特別活動費報告　建築士の日ＰＲポスター
　　松　本　　　純（札幌支部）

特別活動費報告

（上富良野支部　ビールパーティでの掲示）

（帯広市での掲示）

（根室市での掲示）



3HOKKAIDO KENCHIKUSHI 2023.10.No314

青年各ブロック協議会報告

　　道央ブロック協議会 

　青年委員会
　道央ブロック長　吉田　徹（札幌支部）

　　�道南ブロック協議会報告 

　青年委員会
　道南ブロック長　岡嶋　昭宏（苫小牧支部）

　青年委員会、道央ブロックにおいては１回目を４月
22日に札幌で２回目を７月22日に後志の倶知安、ニセ
コでそれぞれブロック協議会及び研修会を実施いたし
ました。
　１回目の札幌での協議会においては本年、リニュー
アルオープンいたしました札幌市民防災センターで研
修会を行い災害時の体験を行いました。
　２回目の倶知安、ニセコでの協議会では倶知安のニッ
コーホテルの建設現場の見学、ニセコ蒸留所の見学を
行い、見学の後は皆でニセコのコンドミニアムに泊り、
夜通しで今後の建築業界、士会活動について語り合い
ました。
　なお、今年の道央ブロックのテーマとして「信念」
という言葉を掲げさせて頂きました。昨年までコロナ
禍で多くの事業が中止に追い込まれました。各支部で
の事業がなくなったことで各支部の青年委員会の活力
が減っていることに危機感を感じこのテーマといたし
ました。今一度、「青年活動とは何か？」ということを
皆で再確認し、それぞれの信念をもって青年としての
活動や枠組みを新たな視点で考え、実施できるよう進
めてまいります。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。

　今年度は新型コロナウイルスもインフルエンザと同
じ５類感染症に移行し、これまで中断していた活動再
開にむけて

【アフターコロナと道南ブロック】
� をテーマとし、
感染予防は元より、コンプライアンスを遵守しながら
積極的にブロック協議会を実施した。
　第１回目は４月22日、室蘭市にて2021年12月に開館
したDENZAI環境科学館・室蘭市図書館の施設見学会
を会員11名が参加し実施した。
　第２回目は７月８日、函館市にて西部地区の東本願
寺函館別院、旧函館区公会堂、旧北海道庁函館支庁庁
舎などの歴史的建造物見学及び街歩きを会員８名が参
加し実施しております。
　今年度、最後の協議会は我が町、苫小牧市にて11月
11日に予定しておりますので、お時間の有る方は、是
非ご参加お待ちしております。

　　道北ブロック協議会 

　青年委員会
　道北ブロック長　宮沢　勝（北空知支部）

　　�第２回道東ブロック協議会報告 

　青年委員会
　道東ブロック長　石川　俊樹（網走支部）

　2022年度に道北ブロック長就任しました宮沢　勝と
申します。
　今年度に入りようやく新型コロナウイルスによる制
限が緩和され、マスクの着用も個人の意思によるもの
となりました。今年度に入り様々な活動が再開されコ
ロナ前の生活に戻りつつあります。
　我々建築士会青年委員会の活動も再開され４月には
道北ブロック協議会を開催しました。４月の協議会は
増毛町で旧増毛小学校の施設見学を行いました。
　旧増毛小学校は北海道最古の木造校舎として昭和30
年代には1000人を超える生徒数がいたという小学校で
2012年まで現役で使用されていたということに大変驚
きを覚えました。
　協議会では本部事業や活動費について報告を行い、
懇親会は留萌市に移動し行いました。
　今年度は全道大会が北空知ということもあり、準備
などが重なり道北ブロック協議会の予定が３回として
いましたが、まだ２回目が開催できておらず、11月に
第２回目を開催して終わりとなりそうです。
　本部青年委員２期４年の任期も残りわずかとなりま
した。最後まで精いっぱい青年委員会の活動に努めて
いきたいと思います。

　施設見学事業として、釧路市立美術館へ。絵画・油絵、
立体造形・ダンボールアート、切り絵・インスタレー
ションを鑑賞できる「いきもの会議」を見学した。円
形の美術空間に「いきもの」の作品が多様に並び、そ
の細かなリアリティに圧倒される。人と生き物の関係
は多様であり、野に生きる動物もいれば、家族として
人とともに生きる生き物もいる。私たちの身近な存在
である「いきもの」をテーマに制作を続ける道東出身
の３人の作家による生き物の多様な表現を鑑賞し、表
現が対峙する空間を楽しめたのではないでしょうか。
次は徒歩で毛綱毅曠氏が昭和47年31歳のときに設計し
た建築家としての処女作。母親のために作った住宅で
ある。現在は毛綱毅曠建築事務所釧路出張所にもなっ
ている。個人的に目で確かめてみたい建築であった。
特徴として３重の「入れ子」構造となっている。大き
な外殻に同じ箱がまた一つといった明快な形式を持っ
た建築であり、ひとつの視点だけで説明できてしまう
建築はそれほど魅力的ではなくて、複数のまったく違っ
た角度から説明ができて、それぞれが成り立っていて
それが出合うところにこそ建築の魅力がある一例で
あった。第２回道東ブロック協議会及び施設見学が無
事に開催され、多くの関係者にご尽力いただいたこと
にこの場をお借りして感謝申し上げます。
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BIM関連セミナー報告

　BIM推進特別委員会は、今年も各種セミナーを開
催し、会員のみならず広く道内の建築関係者に対し
てBIMの情報提供を行ってきました。
■doBIM season6
　Season6は12月13日、「高知県における自治体と
のBIMの取り組み」と題して、高知県TAG建築設
計事務所代表の田上氏のセミナーから開始しまし
た。古くからBIMを活用し、自治体とBIMを何に使
うのか、どう活用するかを協議しながら進めてきた
氏の活動が印象的でした。
　２月21日には竹中工務店北海道支店より、西條様、
田中様、斉藤様による「建築施工のBIM推進につい
て」が開催されました。自社の北海道地区FMセン
ターでの活用事例をベースに施工段階でのデータ連
携などをお話しいただきました。
　３月14日にはグローバルBIM東京先端BIMセン
ターより、柴峯様による「コンピュテーショナルデ
ザイン/設計監理での活用事例」と題してお話しい
ただきました。RhinocerosとGrasshopperの活用に
ついて実プロジェクトでの事例ベースで紹介してい
ただき、コンピュテーショナルデザインの使われ方
が少し身近に感じられたと思います。

■doBIM season6 特別編
　６月20日、三重県のワイクウーデザインの桑山氏
による「BIMとXRシミュレーション、メタバース
活用」と題したセミナーがdoBIM season6 特別編
として開催されました。これまで、doBIMセミナー
シリーズはオンラインでのセミナーでしたが、初め
ての対面とオンラインのハイブリッド開催になりま
す。iPhone・iPadを用いたモバイル３Ｄスキャン、
ＶＲを用いた遠隔臨場アプリについて、対面ならで
はの「体験」を交えながら進行しました。

■doBIM HANDS ON
　今年のハンズオンセミナーは支部からの要請もあ
り、８月９日釧路、８月10日帯広にて開催されまし
た。グラフィソフトジャパンの講師のもと、初級編
として鉄筋コンクリート造の建物をBIMでつくると
いう内容になります。
　両セミナーとも定員15名で行われましたが、両日
とも満席の状態でした。また、両セミナーとも若い
方が多く出席されていたのが印象的です。
　９月26日には旭川開催も予定されています。

■doBIM season7
　Season6 特別編に続き、対面とオンラインのハイ
ブリッドで開催/予定しています。
　８月１日は「アメリカ仕込み！ Revit実践作図作
業実演会」と題し、Meinharst Japan柳澤様にRevit
のサンプルモデルを用いながら、作図にあたり最も
重要なテンプレートの解説とその設定方法など、ハ
ンズオンに近い形でセミナーを行っていただきまし
た。
　この原稿を書いている時点で開催されているセミ
ナーは以上になりますが、この後、９月19日に株式
会社大塚商会、飯田様による「BIM活用環境の整
備」、10月17日に松井建設株式会社、多田様による
「気付くためのBIM、防ぐためのBIM」が予定され
ています。

　BIM推進特別委員会では来年も引き続き各種セミ
ナーを行い情報の提供を行ってまいります。
　doBIMセミナーも今年から対面を交えたハイブ
リッドセミナーに移行し、全国からお呼びしている
講師の方々との交流が可能になりました。
　ぜひ会場での参加をお待ちしています。

ＢＩＭ 関 連セミナー報告

� BIM推進特別委員会 委員長　大　門　浩　之（札幌支部）
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　去る５月13日、美幌町にオープ
ンしたＫＩＴＥＮ（キテン）の見
学会を開催しました。
　久しぶりの道東ブロックの女性
メンバー＋中高生２名も見学に加
わり、９名の参加となりました。
　ＫＩＴＥＮとは、この４月に
オープンした移住相談の拠点で、
コワーキングスペース、企業のサ
テライトオフィス、コミュニティ
カフェといった４つの機能が複合
した施設です。
　美幌町のみどりの村という自然
豊かな場所にあり、すぐそばには
博物館やキャンプ場、エコハウス
や宿泊施設など町の施設が数多く
あり、一連でコワーキングや自然
体験なども可能な立地です。
　ＫＩＴＥＮになる以前は、みど
りの村休憩施設として建てられた
建築物で、そのリノベーションと
委託運営を担う会社は、プロポー
ザル方式で選ばれました。
　私もその審査員として関わらせ
て頂き、２社のリノベーションと
運営の提案プレゼンテーションを
僭越ながら審査させて頂きました。
　選ばれた企業は比較的新しく、
若 い 社 員 の 多 い 地 方 創 生 ベ ン
チャー企業で、提案力に可能性を
感じ美幌町から委託を受けて企画
運営を担う事になりました。
　そして、オープン当初より勢力
的にイベント等を展開していて、
地元の方がスープカレーを試作提
供したり、子供達を集めて星空体
験や、コーヒー講座、流しそうめ

ん、グランピングの提案など、多
彩な楽しい企画を開催しています。

　士会のメンバーも、見学しなが
ら施設説明を聞いて、熱心な質問
も飛び交い、中高生たちはボード
ゲーム等でコミュニケーションを
していました。
　見学の後は、地元のカフェでラ
ンチを楽しみました。久しぶりの
再会に話は途切れる事はありませ
んでした。
　これからもＫＩＴＥＮが自由な
発想で、自然と人と地域が繋がる
「基点」となり、新しい交流が始
まる「起点」となる場所という、
運営の目指すコンセプトのように
施設が生かされていく事を願って
います。

　去る７月25日に釧路国際交流セ
ンター１階大ホールにて釧路支部
の４年ぶりのビールパーティー
「建築士の日　記念事業」を開催
致しました。
　スタッフを含め365名の参加と
なりました。
　今年は釧路も暑い日が多く、こ
の日も天気が良く暑かった為、ビー
ルパーティーに最適な日でした。
アトラクションは
　① 釧路江南高校蝦夷太鼓部演奏
　② フラメンコ演舞
　③ 大抽選会
を行い参加者の方々には楽しんで
頂けたのではと思いました。
　又パーティー内容を前回と変
え、キッチンカーを会場に入れ、
チケットと飲み物・食べ物を交換
する方法としました。
　フードコートには長蛇の列が出
来、担当スタッフは忙しく対応を
していました。
　私は受付を担当したのですが、
やはり多くの方が集中して来場す
る為、余裕の無い対応になってし
まいました。
　又エントランスには建築士会年
表などを展示したのですが、来場
者の目にとまりにくかった為、建
築士会の活動を多くの方達に知っ
てもらう為に展示の工夫が今後必
要だと感じました。
　全体的には多くの方達に参加し
て楽しんで頂き、成功だったと感
じました。

女性の窓

「美幌ＫＩＴＥＮ 見学会
に参加して」

加藤　幸恵（美幌支部）

「４年ぶりのビールパーティー
に参加して」

須藤志津子（釧路支部）

ＫＩＴＥＮで施設の説明を聞く様子

地元のカフェでのランチ 会場の様子
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　今年度の講習は下記の日程により開催いたします。
　ご存知のとおり、応急危険度判定士認定証の有効期間は（登録手続ごとに）５年です。更新にあたっても事
前に講習会の受講が必要ですので、有効期間満了までに受講いただき、更新登録を行っていただきますようお
願いいたします。
　なお、有効期間が来年度（令和７年３月末）までの方も、今回の講習の受講が可能ですので、早目の受講を
お願いします。皆様の積極的な受講をお待ちしております。

   
 

 

応急危険度判定士認定講習会案内

令和５年度応急危険度判定士認定講習会・机上訓練のご案内

１．認定講習会開催日等
令和５年

開催地 開催日時 会場名 定員 机上訓練

札 幌 市 令和５年10月24日(火) 13:30～15:30 自治労会館　大ホール 180名 実施なし

江 差 町 令和５年11月１日(水) 13:00～15:00 檜山振興局　301会議室 20名 応急危険度判定机上訓練
（15:00～16:00に実施）

中 標 津 町 令和５年11月２日(木) 13:00～15:00 中標津町役場　３階　301会議室 40名 応急危険度判定机上訓練
（15:00～16:00に実施）

室 蘭 市 令和５年11月15日(水) 13:00～15:00 胆振総合振興局　３階　大会議室Ｂ・Ｃ 50名 応急危険度判定机上訓練
（15:00～16:00に実施）

網 走 市 令和５年11月15日(水) 13:30～15:30 オホーツク総合振興局　３階　講堂 50名 実施なし

岩 見 沢 市 令和５年11月16日(木) 13:00～15:00 空知総合振興局　４階　講堂 50名 応急危険度判定机上訓練
（15:00～16:00に実施）

留 萌 市 令和５年11月16日(木) 13:30～15:30 留萌振興局　３階　入札室 20名 応急危険度判定机上訓練
（15:30～16:30に実施）

新ひだか町 令和５年11月29日(水) 13:30～15:30 新ひだか町役場　３階　第１会議室 30名 応急危険度判定机上訓練
（15:30～16:30に実施）

倶 知 安 町 令和５年11月30日(木) 13:30～15:30 後志総合振興局　２階　講堂 50名 応急危険度判定机上訓練
（15:40～16:40に実施）

旭 川 市 令和５年12月６日(水) 13:30～15:30 上川総合振興局　３階　講堂 80名 応急危険度判定机上訓練
（15:30～16:30に実施）

帯 広 市 令和５年12月７日(木) 13:30～15:30 十勝総合振興局　３階　講堂 50名 応急危険度判定机上訓練
（15:30～16:30に実施）

稚 内 市 令和５年12月８日(金) 13:30～15:30 宗谷総合振興局　４階　大会議室 30名 応急危険度判定机上訓練
（15:30～16:30に実施）

令和６年
開催地 開催日時 会場名 定員 机上訓練

函 館 市 令和６年１月19日(金) 13:30～15:00 渡島総合振興局　３階西　講堂 30名 応急危険度判定机上訓練
（15:00～16:00に実施）

釧 路 市 令和６年１月23日(火) 13:30～15:30 釧路市生涯学習センター　２階　多目的ホール 100名 応急危険度判定机上訓練
（15:30～16:30に実施）

苫 小 牧 市 令和６年２月１日(木) 13:00～15:00 苫小牧市役所　９階　91・92会議室 50名 応急危険度判定机上訓練
（15:00～16:00に実施）

札 幌 市 令和６年２月２日(金) 13:30～15:30 自治労会館　大ホール 180名 実施なし

２．申込方法　下記の該当する受講申込書を (一社)北海道建築士会あて に郵送又は持参して下さい。

　　　　　　　注意：(一社)北海道建築士会の各支部での受講申込の受付はいたしません。

　　【更新対象者】応急危険度判定士認定講習会受講申込書（更新・再認定）（第２－２号様式）
　　【新規申込者】応急危険度判定士認定講習会受講申込書（第２－１号様式）
　　※公務員の方は、所属の応急危険度判定担当部局へ提出してください。
　　※受講申込書様式は(一社)北海道建築士会ホームページよりダウンロードの上、ご使用ください。
　
３．受講料　無料
　
※講習会の詳細は(一社)北海道建築士会ホームページにてご確認ください。
� https://h-ab.com/session/oukyu.html
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Coffee Break  

斜里支部 ６年ぶりの道東ブロック協議会 in 斜里

宗谷支部 宗谷支部の近況

　青年部長

　鈴木　隆明

　事務局長

　石井　和雄

　道東ブロック協議会の斜里支部開
催は平成28年を最後に新型コロナウ
イルス感染症の影響で延期になって
いましたが、今年の４月に６年ぶり
に開催することができました。
　４月とはいえど斜里町はまだまだ
春には程遠い気温の中、しれとこプ
レカットセンター工場、HOTEL 
BOTHの見学、来運神社での参拝な
ど久しぶりの協議会の担当という事
もあり余裕すぎる時間配分に参加し
た皆様にはご迷惑をおかけしました
ね(笑)　しれとこプレカットセン
ターでは今年に新しい機械を導入し
今までの規模の約２倍、工程のほと
んどをロボット化されており、正直
こんな田舎にこんな最先端な工場が
あるとは私もびっくりしました。私
が勤務している会社でもほとんどの
プレカットをお願いしており精度の
高さには大工さんからも好評です。
斜里支部の宴会部長の大久保が勤務
している会社ですのでどうぞお問合
せよろしくお願いします。その後マ
イクロバスにて来運神社に向かいハ
イキング的な参拝。ここは“運”が

　宗谷支部の石井と申します。事務
局長に任命して頂いて２年目です。
どうぞ宜しくお願い致します。支部
の近況や予定について書かせて頂き
ます。
　５月にコロナが２類から５類に移
行したことで人が集まっての活動も
しやすくなりました。
　本年度は宗谷支部創立70周年の記
念の年でありまして何か事業をとい
うことで理事会にて色々協議をした
結果、普段から活動に参加させて頂
いている「稚内赤レンガ通信所」の
保存活動をしている「稚内歴史ま
ち・研究会」と管内の中頓別町で「旧
丹波屋旅館」の保存活動をしている
「NPO法人旧丹波屋旅館保存・活
用プロジェクト」に工事等を行った
りするには少ない金額ではあります
が寄付をさせて頂きました。北海道
は本州と違い何百年も前の建築物は
ありませんがその中でもその町の産
業が栄えていたことがわかる歴史の
ある建物があり、それらの保存や活
用は素晴らしいことだと思うので、
これからも協力させて頂きたいと考
えています。それから、４年ぶりに
北門神社祭が行われて青年部の交

“来”るというその名の通り最強パ
ワースポットです。新型コロナウイ
ルスも５類に引き下げになったとは
いえまだまだ影響が大きい時期、参
加者皆様に良いことがありますよう
にと大久保からの提案、さすが宴会
部長です。
　HOTEL BOTHは前支部長が経営
するホテルと飲食店。１階が飲食店
で２階がドミトリータイプ、個室、
１棟貸別荘のある宿泊施設になって
います。サウナや薪風呂なども完備
しており、知床の新しいスポットを
見学させていただきました。そのま
ま懇親会という流れで美味しい料理
をごちそうになり、久々に集まって
飲むお酒は美味しく、少々飲みすぎ
てしまいましたが、無事に６年ぶり
の斜里支部担当の道東ブロック協議

流・地域貢献事業の「神輿だ　わっ
しょい！」も出来ました。市内を大
きな声を出しながら神輿を担ぎ歩く
姿は活気に満ちあふれていて見てい
る方も元気をもらいました。祭りの
露店も４年前よりは少ないものでは
ありましたが沢山の人で賑わってい
ました。当たり前に出来ていたこと
が出来なかった期間は寂しさも感じ
ましたが久々に活動出来たことで何
倍も楽しく感じたような気もしま
す。この後はビールパーティー、お
仕事体験イベントなどを行う予定に
なっています。ビールパーティーは
地域の方々と交流と親睦を、お仕事
体験は子供達に物造りの楽しさを
知ってもらうきっかけに、どれも青
年部主体の事業ですが、最近は青年
会員の減少で運営も大変なので、支
部会員みんなで協力して行っていか
なければならないと考えています。
　ブロック会議でも課題にあがって

会を締めくくることができました。
　やはりコロナ禍になりたくさんの
行事が制限されてきましたが、皆が
集まり、顔を合わせて話し合うとい
う事の楽しさや大切さを実感した協
議会だったと思います。
　これからはコロナ禍以前のような
生活が送れる事、また今まで通り支
部活動を行える事、皆で集まり熱い
建築話で盛り上がれる建築士会活動
に参加できる事を願っております。

いましたが、会員をどう増やしてい
けるか、その為に建築の魅力をどう
伝えるか、支部でも色々、知恵を出
し合って、活動して行こうと思いま
す。まずはコロナで中止や自粛して
いた支部会員同士の懇親会などを増
やし、コロナ前の感覚を取り戻して
いきたいです。これが掲載される10
月には、もう寒くなっていると思いま
すが今（８月）は稚内には珍しく30
度を超える気温があり最北端の人間
にはつらい暑さです。体調に気を付
けながら地道に活動して行きたいと
思いますので、よろしくお願いします。

（追伸）
　稚内市役所の庁舎新築工事も始ま
りました。
　２か年の工期なのでタイミングを
みて、現場見学会も出来たら良いな
と思っています。

しれとこプレカットセンター工場見学 来運神社参拝

神輿寄付
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編　集　後　記
　今年も全道大会に参加することができました！全道大会で
は、開催地での取り組みなど様々なお話が聞けたりするので面
白いです。学べます！懇親会では、各支部さんが持って来られ
た地元名産のお土産を食べられるチャンスがあり、見ているだ
けでもワクワク♪情報委員会では、今年も号外つくりしました。
会員の皆様には、近いうちに会誌でご報告させていただきます
のでお待ちください～。来年も皆さまとお会いできることを楽
しみにしております。
� 情報委員会　境谷　香奈（恵庭支部）

information

道本部の主な会議報告（９月)
◆第３回女性委員会
〈開催日〉30日(土)
１）道士会　令和６年事業計画及び予算要求
２）女性会員ネットワークの活用
３）インスタ活用
４）連合会事業

本部の主な行事予定（10月)
◆一級・木造建築士（製図）試験
〈開催日〉８日(日)

関係機関等会議参加予定（10月)
４日(水)　建築士会CPDプログラム評議会（web）
26日(木)　日本建築士会連合会理事会（静岡）
27日(金)　静岡大会
28日(土)　静岡大会� 上記　高野会長

 　道士会の動き道士会の動き

講習会・セミナーのご案内（10月）

既存住宅状況調査講習（新規）
５日(木)　札幌市

監理技術者講習
15日(日)　札幌市

BIMセミナー
17日(火)　札幌市

修繕の心得講習
18日(水)　札幌市

応急危険度判定士認定講習会
24日(火)　札幌市

施工の心得講習
25日(水)　札幌市

■視聴方法：北海道建築士会ＨＰの上記「会員専用ペー
ジ」をクリックしパスワードを入力
■10月パスワード：Sou036

“会員専用ページ”でオンデマンド配信中！

◆令和５年度震災建築物応急危険度判定訓練
《日程及び会場》10月11日(水）　13：30～16：00
　　　　　　　　美幌町民会館　他（網走郡美幌町）
《単位数》　　　２単位
《問合せ先》北海道建設部住宅局建築指導課
　　　　　　℡　011-231-4111（内29-479）
【お詫び】
第45回(一社)北海道建築士会全道大会基調講演単位数について
９月号にて、「２単位」でお知らせしておりましたが「１単位」
となります。お詫びして訂正しいたします。既に、参加された
方へは単位付与しておりますのでご確認をお願いいたします。

ＣＰＤ認定プログラム（９月認定）

　北海道建築士会女性委員会
は、「インスタ」を開設しました。
会員同士が広くコミュニケーョ
ンを取れることを目標にしてい
ます。各支部で企画した事業に
も参加できる仕組みを作り交流
の機会を増やします。
　又、これから建築士を目指す人、建築士になっ
たけど「建築士会」は敷居が高いかもと、不安な
人……インスタから私たちの活動を知っていただ
き、是非、建築士会に入会してみてください。
　一緒にスキル向上を目指し、楽しい時間を共有
しましょう。一人では出来ないことも、大勢集ま
れば事業になります。事業の企画は、女性委員会
ですが、老若男女問わず参加いただける企画です。
　皆さまの参加をお待ちしております！！
　ＱＲコードからのフォロー、お待ちしております！

■お知らせ■

インスタグラム始めました


